
麻生田校区社会福祉協議会

高齢者の社会参加と体力維持 ・人との接触を好まない高齢者への声かけが難しい
・日頃からの挨拶や声かけを意識的に行い
   ふれあい・いきいきサロンへの参加を促す

・ふれあい・いきいきサロンの充実、参加促進

・男性を対象とした行事を企画する ・町内巡回型の男性料理教室の開催

・生活意欲が向上するような趣味や楽しみを持たない
　高齢者が多い

・子ども達と交流できるイベントを企画する ・麻生田校区「ふくし祭」の開催

・各種団体及び企業と連携した校区ウォークラリー
　の実施を検討

・下校時の声かけと健康維持を目的に地域全体で
　あいさつ運動を行う

・清水中学校区児童生徒健全育成連絡協議会と
　連携した「お散歩パトロール」の参加者募集

・子ども達と一緒に夏休みのラジオ体操へ参加する ・校区全体で夏休みのラジオ体操参加を推進

認知症高齢者への理解 ・認知症高齢者への接し方がわからない ・認知症について学ぶ機会を企画する ・認知症サポーター養成講座の開催

・認知症に対する知識が乏しい ・地域包括支援センターと連携する ・認知症声かけ訓練の実施

交通（移動）手段や買い物 ・免許証返納後の移動手段の確保が難しい ・移動販売や宅配サービスについて状況を確認する ・移動販売、宅配サービスの情報収集

障がい児・者に対する理解 ・個人情報の問題があり情報把握が難しい ・障がい者相談支援センターとの連携

・障がい者に対する知識が乏く、  障がい児・者への
　接し方が分からない

・障がい者サポーター研修会の開催

子ども、子育て世帯の孤立
・個人情報の問題があり子ども、子育て世帯に関する情報
　把握が難しい

・未就学児の子育て世代の交流を図り悩み事を共有
　できる場を提供する

・子育てサロン活動の充実及び周知の工夫

・関係機関と連携し校区の見守り体制を強化する ・子育てネットワークの再開に向けた協議

・児童相談所虐待対応ダイヤル「189」を周知する ・子どもに関する相談窓口の情報収集

・備蓄食料の確保が出来ていない ・防災倉庫のローリングストックを行う

・大きな災害が起きた時の避難に不安がある ・一般住民を対象とした校区防災訓練を実施する

・防災情報「くまもとマイタイムライン」を周知する

・要配慮者がどこにいるか把握できていない ・各町内役員で災害時における要援護者の情報を共有する ・災害時要援護者登録者名簿の活用

防犯に関すること ・詐欺などの犯罪被害が増加している
・日頃の見守りの中で北合志警察署等のチラシを
　配布する等の注意喚起を行う

・関係機関と連携し防犯について啓発

校区内における各種団体の連携 ・各種団体役員のなり手がいない

・さまざまな地域団体があるがそれぞれの活動内容がわから
　ない
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平常時における災害の備えと体制
づくり ・自治協議会、自主防災クラブが中心となって

　実施する校区防災訓練及び啓発活動へ協力
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暮
ら
し ・地域行事への参加を促しコミュニケーションを通

　して人材発掘を行う

・まちづくりセンターの公式ＬＩＮＥにて各種
　団体の行事や活動を発信

具体的な取り組み 校区社協としての取り組み
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・障がい者の訓練施設等の見学や勉強会を企画する
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子
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、
子
育
て 子どもの人権

（虐待・引きこもり・いじめ・不登校）
・虐待・引きこもり・いじめ不登校など外部から見つける
　ことが難しい
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